
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【主な能力】

論理的思考力

課題発見・解決能力

多角的なものの見方

【育成する能力】

論理的思考力、課題発見・解決能力、英語によるコミュニケーション能力、プレゼンテーショ

ン能力、ディスカッション能力、国際性
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教科・科目 課題研究 海外の高校生との交流 

    

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
践
に
よ
る 

論
理
的
思
考
力
、
課
題
発
見
・
解
決
能
力
の
育
成 

３
年 

２
年 

１
年 

課題についての

情報の収集、

整理・分析、

まとめ・表現

課題についての

情報の収集、

整理・分析、

まとめ・表現
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ＭｅｒａｋｉⅡ（２単位）
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○多摩の テーマから

探究課題を設定

○論理的思考力、課題発

見・解決能力の育成

ＭｅｒａｋｉⅠ（２単位）
○研究テーマの設定のしかたや分析

方法等、科学的な探究方法の習得

○グループで探究活動

○情報活用能力、課題発見・解決能

力の育成

海外の高校生との共同研究等
○Ｓｋｙｐｅ等によるミーティング

○共同研究

○英語によるコミュニケーション能

力、プレゼンテーション能力、ディ

スカッション能力、国際性
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海外の高校生との交流等
○Ｓｋｙｐｅ等によるミーティング

○英語によるコミュニケーション能

力、国際性

研
究
の
手
法
・
工
夫
の
助
言 

研
究
の
主
体
性
・
独
自
性 

ＳＤＧｓのゴール

に係るテーマに

関する教科横断

的・探究的学び

神奈川県立多摩高等学校
ＳＤＧｓの視点を踏まえた探究活動による科学的リテラシーと国際性
を育む教育課程の研究開発

＜多摩高等学校が育成を目指す生徒像＞ 

多摩高の伝統の重みと学力向上進学重点校エントリー校としての使命を統合した、普遍性と

新しさを併せ持つ心ふれあうしなやかで感性豊かな明日への人づくり 

 

校訓 「質実剛健」「自重自恃」 
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探究活動の深化

の使い方とデータの管理について

実験：おいしい水をつくる

実験：蚊取り線香を作る

講義：プレゼンテーションの方法
表・グラフの作り方

発表：色と記憶力

学校設定科目 「 Ⅰ」

一般社団法人 岡本尚也先生による
探究活動のテーマ設定に関する講演
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「 Ⅰ」

一般社団法人 岡本尚也先生による
探究活動のテーマ設定に関する講演

学校設定教科「 」の実践
探究活動の深化
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先行研究の調査について の発表練習

研究計画のチェック

電気通信大学 横川慎二先生による
アンケートに関する講演

「 Ⅱ」

のメラーキクラス

調査・実験（特別教室）

プログラミング的思考
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学びの土台づくり（ セミナー）

に関するゲームの作成（ Ⅱ テクノロジー）

売店の売り上げを上げたい（ Ⅱ 社会）

プラスチックの代用品を寒天や貝殻でつくる

（ Ⅱ 物質）

学校説明会にて研究紹介

箱根火山について考察

箱根ジオミュージアムにて研修

グローバルで働く人のリアル

オンライン講演 東海大学 桑田孝泰先生（本校運営指導委員）による数学教室

岡本尚也先生による講演 公開研究授業 研究協議

学びの土台づくり（ セミナー）

に関するゲームの作成（ Ⅱ テクノロジー）

売店の売り上げを上げたい（ Ⅱ 社会）
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グローバルで働く人のリアル
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岡本尚也先生による講演 公開研究授業 研究協議
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に関するゲームの作成（ Ⅱ テクノロジー）
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ＳＳＨ生徒研究発表会

先進的なチャレンジ（メラーボプロジェクト）

数学オリンピックに向けて

科学の甲子園 神奈川県大会 出場

ＳＳＨ生徒研究発表会に向けて

高文連理科部研究発表会・高文連会長賞（県 位相当）受賞

物理チャレンジにて比熱の実験

（オンラインで出場）
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留学生（国内の大学に在学）との交流活動

英語による研究計画の発表

グローバル人材の育成（国際性の育成プログラム）

海外研修（台湾とオンライン）

サイエンス・ダイアログ

留学生が行っている研究の話校内にてオンライン自己紹介

台湾交通大學 平松先生より講義 台湾の大学院生に研究を相談

英語論文の読解（株式会社 人見 徹 さんの解説）

研究内容の対話的な学習（川崎市産業振興財団ナノ医療イノベーションセンター さんの講義、質疑応答）
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（スーパーサイエンスハイスクール）指定 ２年目の取組み

令和３年３月

神奈川県立多摩高等学校長 野田 麻由美

本校は「 ｓの視点を踏まえた探究活動による科学的リテラシーと国際性を育む教育課程の研究開発」を

研究開発課題に据え、具体的な研究開発内容を「科学的リテラシーを育むための課題研究」「教科横断的な学

習」「グローバル人材の育成」の３本柱として、それぞれの柱のプログラムの深化と３本の柱を連携し推進す

る組織的な運営の研究開発を目指しています。

指定２年目の今年度は課題研究活動の要とした学校設定科目 Ⅱの実践と次年度から始まる

Ⅲの開発、２年目となる Ⅰの検証の他、研究の更なる発展を目指して計画した数多くの事業の

実践、再構築という サイクルの中で重要な位置付けの年でした。しかし、学校生活は新型コロナウイル

ス感染症への対応による緊急事態宣言下における臨時休業からスタートし、計画の見直し、延期、中止を余儀

なくされました。このことは日本ばかりでなく、世界共通の事象として突き付けられた現実でした。「持続可

能な社会をどう構築するのか」という、解のない課題に対して試行錯誤しながら取り組む現実社会とリンクし

ながら、教員も生徒も目の前にある課題の解決を自分ごととして捉え、この課題解決に向けた考え方、取り組

み方そのものが、これからの社会を生き抜く上で必須の力であり、行動であることを学んだ１年でした。

生徒を預かる教育現場は、このコロナ禍に安全と学びのバランスを取りながら臨機応変に対応してきまし

た。感染者数の増減の波により対面実施が叶ったものもあれば、オンラインに切り替えたものもありました。

生徒間または教員、更には外部機関との質疑や成果の共有に を利活用するなど、手段手法の面で得たもの

もまた大きかったと感じています。今年度の取組みの工夫を サイクルに組み入れ、 指定校に期待さ

れる継続性のある人材育成とその仕組みづくりの研究開発に繋げて参ります。

改めて、この１年間の取組みを振り返りますと、制限がかかる中ではありましたが、出来得る取組みは全て

実施できたと考えております。国際交流に係る活動についてはオンラインを活用し、機会を多く設けることと

並行して、国内の留学生等の人材との対面交流など、「できる時期を逸することなく、できることをできるや

り方で」実のある実践を行いました。同様に、２年生の中間発表会における講評を初め、生徒の学びの土台づ

くりとして計画した「 セミナー」では本校の 運営指導員をはじめ企業の方に数回にわたり来校

いただく中で、研究に向き合う姿勢、情熱を直接肌で感じられる講義の機会を得たことは生徒及び教員の宝と

なりました。

目の前の課題に大人たちが、社会がどう向き合っているのかを生徒たちは行動規準として学んでいきます。

教員は、生徒たちが未来を築く力を獲得できるよう、自らも課題のよりよい解決に向けて取り組む主体者とし

ての姿を見せ、範を示さなければならないと考えます。本校の の取組みは緒についたばかりです。 事

業の目的に適う持続可能なプログラム及び、校内体制の構築という課題のよりよい解決に向け、更に研究を進

める所存です。

誰にとっても先の見えない厳しい状況ではありましたが、この事態をバネに、生徒たちが単に高校３年間の

課題発見、探究活動としてではなく、将来にわたって取り組むテーマを見つけてくれるのではないか、そして、

本校で実践した の学びの中で得た課題解決への段階的かつ科学的なアプローチの手法、知見や経験を活

かして、自らが生きていく社会を創造する担い手として将来活躍してくれるのではないかと期待しています。

最後に本校のプログラムにご協力いただいた多くの皆さまに心より感謝申し上げます。引き続きご支援を賜

りますようお願いして巻頭の挨拶とさせていただきます。
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